
平成２８年２月４日  

 

各部局長 殿 

 

理事（研究担当）  

 

研究活動不正行為等防止のための倫理研修について（通知） 

 

 本学では，研究活動不正行為等の防止のため「金沢大学研究活動不正行為等

防止規程」を定め，研究者の研究倫理研修受講を必須としているところです。

また，各府省等からの公募事業においても新規採択時等に研究倫理研修の受講

が必須とされています。（別添「研究倫理教育の受講等について」のとおり） 

 ついては，今年度の本学における研究倫理研修を下記のとおりとしますので，

貴部局所属研究者の倫理教育について，受講を徹底願います。 

 

記 

 

Ａ．CITI Japan プログラムの受講 

（1）期 間： 平成 28 年 1 月 18 日（月）～3月 31 日（木） 

（2）方 法： CITI Japan e-learning 教材を受講 

（3）対象者： ①科学技術振興機構の公募事業に今年度採択されている 

研究者，及び来年度の申請を行っている研究者 

②e-Rad に登録のある全ての研究者 

（①②ともに，既に受講済みの研究者は除く。） 

 

Ｂ．日本学術振興会教材の通読 

（1）期 間： 平成 28 年 3 月 31 日（木）まで 

（2）方 法： 「科学の健全な発展のために-誠実な科学者の心得-」を通読 

（3）対象者： Ａの対象者区分②のうち，今年度中にＡの受講が不可能な 

研究者 

ただし，Ｂを実施した場合であっても，平成 29 年度科学研究費助成事業の申

請前に必ずＡを受講すること。 

担当：研究推進部研究推進課総務係 

TEL ０７６－２６４－６１４０ 

FAX ０７６－２３４－４０１６ 

E-mail risomu@adm.kanazawa-u.ac.jp 



研究倫理教育の受講等について 2015/09/08現在

【受講すべきプログラム等】
①CITI Japan  e-ラーニング　「JST事業申請用（H27年度ダイジェスト版）」
②CITI Japan  e-ラーニング　「責任ある研究行為：基礎編（生命医科学系または理工系）」の必須７単元
③科学の健全な発展のために－誠実な科学者の心得－　（本学術振興会「科学の健全な発展のために」編集委員会）
④研究機関が実施する研究倫理教育の受講
⑤研究倫理教育に関するプログラムを履修（②または③）

応募 新規採択 継続

科研費 ×

平成２８年度科研費交付申請前までにいずれかを受講
②CITI Japan  e-ラーニング
③科学の健全な発展のために－誠実な科学者の心得
－（日本学術振興会「科学の健全な発展のために」編集
委員会）
④研究機関が実施する研究倫理教育の受講

平成２７年度中にいずれかを受講
②CITI Japan  e-ラーニング
③科学の健全な発展のために－誠実な科学者の心得
－（日本学術振興会「科学の健全な発展のために」編集
委員会）
④研究機関が実施する研究倫理教育の受講

JST

申請前にいずれかの受講が必要。
①CITI Japan  e-ラーニング
　「JST事業申請用（H27年度ダイジェスト版）」
②CITI Japan  e-ラーニング
　「責任ある研究行為：基礎編（生命医科学系または理
工系）」の必須７単元

採択後速やかに受講（受講終了後，経費の執行が可
能）
②CITI Japan  e-ラーニング
　「責任ある研究行為：基礎編（生命医科学系または理
工系）」の必須７単元

－

JSPS ×

採択後，研究倫理教育教材の履修義務等に関する誓約
書を提出。採択年度中にいずれかを履修。
②CITI Japan  e-ラーニング
③科学の健全な発展のために－誠実な科学者の心得
－（日本学術振興会「科学の健全な発展のために」編集
委員会）
④研究機関が実施する研究倫理教育の受講

平成２７年度中にいずれかを受講
②CITI Japan  e-ラーニング
③科学の健全な発展のために－誠実な科学者の心得
－（日本学術振興会「科学の健全な発展のために」編集
委員会）
④研究機関が実施する研究倫理教育の受講

文部科学省 ×

採択後，いずれかを受講
④研究機関が実施する研究倫理教育の受講
⑤研究倫理教育に関するプログラムを履修
（②CITI Japan  e-ラーニング　または③科学の健全な
発展のために－誠実な科学者の心得－（日本学術振興
会「科学の健全な発展のために」編集委員会））

－



○金沢大学研究活動不正行為等防止規程 

(平成27年4月1日規程第2274号) 

 

抜粋 

 

 (研究倫理教育責任者) 

第6条 各部局(金沢大学学則第22条第1項に規定する部局をいう。以下同じ。)に，研

究倫理教育責任者を置き，当該部局の長をもって充てる。 

2 研究倫理教育責任者は，当該部局に所属する研究活動に従事する者を対象に定期的に

研究者等に求められる倫理規範の修得等をさせるための教育(以下「研究倫理教育」と

いう。)を実施するとともに，当該部局における研究活動上の不正行為の防止等に関し

統括する。 

3 研究倫理教育責任者は，前項に規定するもののほか，各研究科の教育研究上の目的及

び専攻分野の特性に応じて，大学院の学生に対して研究者倫理に関する知識及び技術

が身に付くよう教育課程の内外を問わず研究倫理教育の適切な機会を設けるものとす

る。また，学域学生に対しても研究者倫理に関する基礎的素養の修得に必要な研究倫

理教育を受けることができるよう配慮しなければならない。 

4 前2項に定める研究倫理教育には，研究データとなる実験・観察ノート等の記録媒体

の作成(作成方法等を含む。)・保管，実験試料・試薬の保存，論文作成の際の各研究者

間における役割分担・責任関係の明確化，利益相反の考え方，守秘義務等，研究活動

に関して守るべき作法についての知識及び技術に関する項目を含めるものとする。 

5 研究倫理教育責任者は，共同研究における当該部局の個々の研究者等がそれぞれの役

割分担・責任を明確化すること並びに複数の研究者による研究活動の全容を把握・管

理する立場にある代表研究者が当該部局に所属する場合は当該代表研究者が研究活動

及び研究成果を適切に確認していくことを促すとともに，当該部局に所属する若手研

究者等が自立した研究活動を遂行できるようメンターの配置等による適切な支援・助

言等が行われる環境の整備に努めなければならない。 
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